『播磨国風土記』の「南毘都麻」について by 大坪, 併治
『
播
磨
国
風
土
記』
「
南
毘
都
麻」
【
要
旨】
な
び
つ
9
『
播
磨
国
風
土
記」
の
加
古
郡
に
「
南
毘
都
麻」
の
島
が
あ
っ
て、
そ
れ
に
関
す
る
地
名
伝
説
が
語
ら
れ
て
ゐ
る。
い
な
ん
h
さ
い
ら
っ
め
“
U
た
ら
し
ひ`
二”
み
こ
と
印
南
の
別
嬢
が、
大
帯
日
子
命
（
飛
行
天
皇）
の
求
婚
を
避
け
て
限
れ
た
烏
だ
か
ら、
南
毘
都
麻
の
島
と
言
ふ。
ナ
ビ
は
「
箆
れ
る」
意
味、
ナ
ビ
ッ
マ
は
「
隠
れ
た
要」
の
こ
と
だ
と
言
ふ
の
で
あ
る。
ナ
プ
は、
岩
波
書
店
の
「
古
語
辞
典」
に
戟
せ
な
い
が、
小
学
館
の
「
日
本
国
語
大
辞
典」
に
は、
な
＇
ぶ
【
隠】
〈
自
バ
四〉
「
な
ば
る
（
隠）」
に
同
じ。
（
補
注）
「
播
磨
風
土
記」
の
賀
古
郡
と
印
南
郡
の
条
に、「
隠
れ
居
た
か
ら
南
砒
都
麻（
ナ
ピ
ッ．
マ）
と
い
う」
と
い
う
地
名
起
源
説
話
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
こ
の
梧
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る。
な
び
つ
2
と
あ
っ
て、
「
播
磨
風
土
記」
の
「
南
毘
都
麻」
を
引
用
し
て、
ナ
プ
の
語
．
の
存
在
を
推
定
し
て
ゐ
る。
私
は、
石
山
寺
本
「
大
智
度
論」
古
点
（
第
三
種
点、
貞
観
＾
八
五
九
i
八
七
六
＞
頃
の
加
点）
に
「
伏
匿」
を
ナ
ビ
カ
ク
ス
と
読
ん
だ
例
を
発
見
し
こ。t
〇
酒IS
有
二
（
り）
jtt
五＂
迭。
何
等をか
舟
五といふ
0
・
・
・
・
・
八
者、
伏ヒ
匝ス
之
事を、
尽v
向レ-
gこf岱
説V
O
(
I
―
-、
16
/
1)
こ
れ
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、
「
か
く
れ
る」
ま
た
は
「
か
く
す」
意
味
の
ナ
プ
の
語
の
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た。
「
南
毘
都
麻」
の
島
の
伝
説
は、
こ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
よ
い。
（
大
修
館
杏
店
「
大
漢
和
辞
具」
に、
「
伏
匿
7
9
卜
9
ひ
そ
む。
世
を
避
け
る。」
と
あ
る。）
【
本
論】
ふ
し
か
く
れ
る。
「
播
磨
固
風
土
記
j
を
読
む
と、
賀
古
郡
に、
「
南
毘
祁
麻」
と
言
ふ
島
が
あ
っ
て、
そ
れ
に
関
す
る
地
名
伝
説
が
語
ら
れ
て
ゐ
る。
こ
の
岡
に
比
礼
猫
あ
り。
柑
硲
と
号
く
る
所
以
は、
昔、
大
帯
日
子
み
こ
と
い
な
み
ゎ
●
い
ら
つ
め
つ
2
ど
と
さ
み
は
か
し
ぐ
ん
の
命、
印
南
の
別
嬢
を
誂
ひ
た
ま
ひ
し
時
に、
御
侃
刀
の
八
應
の
剣
りuo
ひ
ぐ
た
｀
が
り
k
l
L
K
e
0
9
．が
つ
こu
り
の
上
結
に
八
胞
の
勾
玉、
下
結
に
麻
布
都
の
鏡
を
繋
け、
賀
毛
の
郡
の
あ
た
り
ら
と
は
つ
＂
↑
“
さ
な
が
み・
P
と
広
た
い
し
り
な
か
だ
り
し
山
の
直
等
が
始
祖、
息
長
の
命、
一
の
名
は
伊
志
治
な
り。
を
媒
と
為
ム
か
し
か
し
U
で
み
つt
ど
て、
誂
ひ
下
り
行
で
ま
し
し
時
に、
面＇
略）
遂
に
赤
石
の
郡
服
の
御
に
つ
い
て
大
坪
併
治
-2-
井
に
到
り、
御
食
を
供
進
り
た
ま
ひ
き。
故
れ、
晰
の
御
井
と
曰
ふ。
い
な
み
ゎ
さ
い
ら
っ
＂
か
し
こ
な
U
づ
2
そ
の
時、
印
南
の
別
嬢、
聞
き
て
驚
き
畏
み、
す
な
は
ち
南
毘
都
麻
の
島
に
遁
げ
度
り
き。
こ
こ
に、
天
皇、
す
な
は
ち
賀
古
の
松
原
に
到
•
1
と
り
て
覚
ぎ
訪
ひ
た
ま
ひ
き。
こ
こ
に、
白
き
犬、
海
に
向
か
ひ
て
長
く
IJ
 吠え
き。
天
皇、
問
ひ
た
ま
ひ
し
く、
「
是
は
誰
が
犬
ぞ
や。
J
と
の
た
す
ず
し
ら
h
u
と
こ
た
h
さ
い
り
つ
り
か
ま
ふ。
須
受
武
良
の
首、
対
へ
ま
を
し
け
ら
く、
「
是
は
別
嬢
が
養ヘ
る
犬
な
り」
と
ま
を
す。
天
皇、
勅
り
た
ま
ひ
し
く、
「
好
く
告
げ
つ
つ
げ
お
び
と
な
づ
る
か
も」
と
の
り
た
ま
ふ。
故
れ、
告
の
首
と
号
け
た
ま
ひ
き。
す
な
こ
じ
2
わ
た
は
ち、
天
皇
こ
の
小
島
に
在
る
を
知
り
た
ま
ひ
て、
す
な
は
ち、
度
ら
む
と
欲
ほ
し
き。
阿
閉
津
に
到
り、
御
食
を
供
進
り
た
ま
ふ。
故
れ、
阿
閉
の
村
と
号
く。
（
中
略）
又、
船
に
乗
ら
し
し
処
に、
桔
以
ち
て
た
な
つ
ひ
め
ぐ
り
ん
樹
を
作
り
た
ま
ふ。
故
れ、
樹
津
と
号
く。
遂
に
度
り
て
遇
ひ
た
ま
ふ。
は
し
づ
ま
な
勅
し
て
「
こ
の
島
に
愛
痰
稔
び
つ。」
と
の
り
た
ま
ひ
き。
伯
り
て
南
び
づ
i
な
づ
毘
都
麻
と
号
く。
（
此
岡
有
1一
比
礼
墓ー。
所
I→ー
以
号二
摺
硲
l
者、
昔、
大
帯
日
子
命、
や
た
や
た
誂二
印
南
別
嬢一
之
時、
御
保
刀
之
八
足
剣
之
上
結
休
八
胞
勾
玉、
下
結
ホ
麻
布
都
鏡
繋、
賀
毛
郡
山
直
等
始
祖
息
長
命、一
名．
g紅。
為レ
媒
而、
誂
下
行
之
時、
（
中
略）
遂
到
1一
明
石
郡
御
井
元竺
進
御
食ー。
故
曰―
賑
御
井ー。
が
時、
印
南
別
娘、
間
而
驚
異
之、
即
遥ー一
度
於
南
毘
都
麻
島ー。
於レ
是、
天
皇、
乃
到ー
賀
古
松
原一、
而
党
訪
之。
於レ
是、
白
犬、
向に
海
長
吠。
天
皇、
問
云、
「
是
誰
犬
乎。」
須
受
武
良
首、
対
日、
「
是
別
嬢
所レ
養
之
犬
也。」
天
皇、
勅
云、
「
好
告
哉。」
故
号ー
告
首ー。
乃
天
皇、
知レ
在二
於
此
少
島一、
即
欲レ
度。
到
7一
阿
閉
津ー。
供n
進
御
食ー。
故
号
土阿
閉
村一。
（
中
略）
又、
乗レ
船
之
処、
以レ
据
作
恥初
樹
樹。
故
号ー
柑
津ー。
遂
度
相
遇。
勅
云、
「
此
島
阻二
愛
要ー。」
釣
号
面
昆
都
麻
l
o
)
（
小
学
館
発
行
「
新
絹
日
本
古
典
文
学
全
集」
本
に
よ
る。）
昔、
大
帯
日
子
命、
即
ち、
景
行
天
皇
が、
播
磨
の
国
に
出
か
け
て、
印
南
の
美
女
に
求
婚
さ
れ
た
時、
美
女
は
驚
い
て、
近
く
の
島
に
隠
れ
た。
天
皇
は、
阿
閉
村
に
行
き
樹
泄
か
ら
船
に
乗
り、
島
に
渡っ
て、
美
女
に
お
遭
は
し
づ
i
な
ひ
に
な
っ
た。
そ
し
て、
「
こ
の
島
に
愛
妾
隠
び
つ。」
と
仰
っ
た。
そ
れ
で、
島
の
名
を
南
毘
都
麻
と
呼
ぶ
や
う
に
な
っ
た
と
言
ふ
話
で
あ
る。
同
じ
地
名
伝
説
は、
印
南
郡
に
も
あ
る。
、
』
11
り
郡
の
南
の
海
中
に
小
島
あ
り。
名
を
南
毘
都
麻
と
日
ふ。
（
中
略）”)
 
志
我
の
高
穴
穂
の
宮
に
御
宇
し
め
L
し
天
皇
の
御
世
に、
（
中
略）
比
こ
な
し
ら
さ
び
ひ
め
あ
•
)
い
な
み
わ
●
い
ら
っ
め
古
汝
茅、
吉
備
比
売
に
姿
ひ
て
生
め
る
児、
印
南
の
別
嬢
な
り。
こ
さ
ら
さ
ら
と
き
す
ぐ
の
女
の
端
正
し
き
こ
と、
当
時
に
秀
れ
た
り。
時
に
大
帯
日
古
の
天
皇、
い
で
•
こ
の
女
に
要
は
む
と
欲
し
て
下
り
幸
行
し
き。
別
嬢
聞
き
て、
す
な
は
か
な
び
づ
9
ち
件
の
島
に
遁
げ
度
り
て
隠
ぴ
居
り
き。
故
れ、
南
毘
都
麻
と
曰
ふ。（
郡
南
海
中
有二
小
島ー。
名
曰二
南
毘
都
麻ー。
志
我
高
穴
穂
宮
御
宇
天
皇
い
な
み
わ
さ
い
ら
っ
め
御
世、
（
中
略）
比
古
汝
茅、
要二
吉
備
比
売一
生
児、
印
南
別
嬢。
此
女
端
正、
秀二
於
当
時一。
爾
時、
大
帯
日
古
天
皇、
欲レ
要二
此
女-‘
下
幸
行
之。
別
嬢
聞
之、
即
遁
1一
度
件
烏一、
阻
居
之。
故
曰二
南
毘
都
麻
l
o
)
（
同）
-3-
，
．
は
と
さ
こ
こ
で
は、
印
南
の
別
嬢
を、
「
こ
の
女
姻
正
し
き
こ
と
当
時
に
秀
れ
た
り
き。」
と
言
っ
て、
そ
の
美
し
さ
を
称
へ
て
ゐ
る。
今
で
酋
へ
ば、
「
ミ
ス
印
南」
か、
「
ミ
ス
播
磨」
と
か
言
ふ
と
こ
ろ
で
あ
ら
う。
そ
し
て、
南
毘
都
麻
の
位
置
を、「
郡
の
南
の
海
中
に
小
局
あ
り。
名
を
南
毘
都
麻
と
曰
ふ。」
と
言
っ
て、
漠
然
と
で
は
あ
る
が、
南
毘
都
麻
の
位
置
を
示
し
て
ゐ
る。
ま
た、
天
皇
が
「
賀
古
の
松
原」
に
お
浩
き
に
な
っ
た
時、
別
嬢
の
飼
っ
て
ゐ
た
犬
が、
飼
主
を
求
め
て、
海
に
向
か
っ
て
吠
え
た
と
あ
る。
こ
れ
は、
南
毘
都
麻
が
「
賀
古
の
松
原」
に
近
い
海
に
あ
っ
て、
松
原
か
ら
見
え
る
距
帷
に
あ
っ
た
こ
と
を
語
っ
て
ゐ
る。
加
古
川
の
川
口
に
近
い
浜
の
宮
天
神
の
辺
に
は、
現
在
で
も
黒
松
の
林
が
あ
り、
山
陪
砲
鉄
本
線
に
は、
「
尾
上
の
松
駅」
と
言
ふ
駅
も
あ
る。
こ
の
辺
り一
帯
に
昔
か
ら
黒
松
の
林
が
あ
っ
て、
海
上
か
ら
で
も
よ
く
見
え
た
の
で
あ
ら
う。
「
印
南
の
別
嬢」
が
大
帯
日
子
命
の
求
婚
を
避
け
て、
南
毘
都
麻
に
逃
れ
た
と
あ
る
が、
古
代
に
は、
女
性
が
求
婚
さ
れ
た
時
に、
一
度
身
を
防
す、
そ
れ
を
男
性
が
探
し
出
し
て、
要
に
す
る
と
言
ふ
風
習
が
あ
っ
た
ら
し
く、
「
出
徴
国
風
土
記」
に
も
同
じ
ゃ
う
な
話
が
出
て
来
る。
宇
賀
郷、
郡
家
の
正
北一
十
七
里
二
十
五
歩
な
り。
所
造
天
下
大
御
神、
う
べ
な
あ
や
と
ひ
り
せ
｀
神
魂
命
の
御
子
綾
門
日
女
の
命
を
誤
め
坐
し
き。
爾
そ
の
時、
女
神
肯
ひ
か
（
う
か
が
9
た
ま
は
ず
し
て
逃
げ
隠
り
た
ま
ひ
き。
時
に、
大
神
伺
ひ
求
ぎ
給
ひ
し
所、
是
れ
則
ち
こ
の
郷
な
り。
故、
宇
賀
と
い
ふ。
（
宇
賀
郷、
郡
家
正
北、
一
十
七
里
廿
五
歩。
所
造
天
下
大
神
命
譲ー
坐
神
魂
命
御
子
綾
門
日
女
命ー。
爾
時、
女
神
不レ
肯、
逃
隠
之。
時
大
神
伺
求
給
所、
是
則
此
郷
也。
故
云
-
l
宇
賀ー
。）
（
加
藤
義
成
著
「
出
菰
風
土
記
参
究」）
う
が
9
と
宇
賀
の
郷
に
伝
へ
ら
れ
た
伝
説
で、
「
天
の
下
造
ら
し
し
大
神
の
命」
が、
か
み
＂
す
＂
ム
々
と
ひ
"
「
神
魂
の
命
の
御
子
綾
門
日
女
の
命」
に
求
婚
さ
れ
た
時、
女
神
は
従
は
な
い
で、
逃
げ
限
れ
て、
姿
を
阻
さ
れ
た。
大
神
は
そ
の
限
れ
場
所
を
探
し
て、
お
求
め
に
な
っ
た。
そ
れ
が
こ
こ、
即
ち
宇
賀
の
郷
だ
と
言
ふ
の
で
あ
る。
「
播
磨
風
土
記」
の
「
南
昆
都
麻」
の
伝
説
で
は、
ナ
ピ
ヅ
マ
が
「
阻
れ
た
要」
の
意
味
に
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
る。
ナ
ビ
ヅ
マ
が
「
隠
れ
た
要」
な
ら
ば、
ナ
ピ
は
隠
れ
る
意
味
の
動
詞
と
言
ふ
こ
と
に
な
る。
小
学
館
の
「
日
本
国
語
大
辞
典
j
で
ナ
プ
を
引
く
と、
な
＇
ぶ
【
隠】
〈
自
バ
四〉
「
な
ば
る
（
隠）」
に
同
じ。
（
補
注）
「
播
磨
風
土
記』
の
賀
古
郡
と
印
南
郡
の
条
に、
「
阻
れ
居
た
か
ら
南
砒
都
麻
（
ナ
ビ
ッ
マ）
と
い
う」
と
い
う
地
名
起
源
説
話
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら、
こ
の
語
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る。
と
あ
っ
て、
『
播
磨
風
土
記
j
の
「
南
毘
都
麻」
を
引
用
し
て、
ナ
プ
の
語
の
存
在
を
推
定
し
て
ゐ
る。
し
か
し、
『
播
磨
風
土
記
j
の
「
南
毘
都
麻」
だ
け
で
は、
他
に
用
例
の
な
い
孤
例
で
あ
っ
て、
ナ
ビ
の
存
在
を
立
証
す
る
の
に
は、
い
か
に
も
弱
い。
井
上
通
泰
の
「
播
磨
風
土
記
新
考
j
は、
「
此
島
隠
愛
要」
を
「（
こ
の
し
ま
に）
ハ
シ
ヅ
マ
ナ
ビ
タ
リ
キ」
と
読
み
な
が
ら、
「
さ
て、
ナ
ピ
ヅ
マ
を
開
要
の
義
と
し
た
る
は、
伝
説
に
拠
れ
る
に
て、
無
論
是
に
依
り
て
ナ
ピ
ヅ
マ
の
名
義
を
定
む
べ
き
に
あ
ら
ず。」
と
慎
菰
な
態
度
を
取
っ
て
ゐ
る。
と
こ
ろ
が、
私
が
今
解
読
し
て
ゐ
る、
「
石
山
寺
本
大
智
度
綸」
古
点
（
第一
二
種）
-4-
に、
「
伏
匿」
を
ナ
ビ
カ
ク
ス
と
読
ん
だ
例
が
見
つ
か
っ
た。
問
日、
酒は
能v
破レし
冷を
益レ（し｝
て
身を、
令-lC、心を
歓
喜ー
（せ）。
何（を）
｛2[
じ
I
以（て
；、
不
レ
飲
g。
答
日、
益レすること11
身を
甚（た）
少し。
所レ（はぷ
損（する）
甚た
多し。
是（の）
故（に）、
不』
応レ
てあら）
飲
g
醤（へ
:1
如
え
美8
飲＂
其の
中にヽ
雑
5
ょ
誨を、
是（れ
伍屯
等
よ海一
ぞ・
トイーは）
ムガ。
如
尺
仏（の）
語ー
（ふ）
ガ
難
提
迦
憂
婆
蕊
10。
酒に
有-
f,）
州
五の
生。
何
等をか
jtt
五といふ。
一
者、
現
世
韮＇
物
戯ぷ
平‘。
何
以
故、
人ィ
飲レ（みて〉
酒を
酔（へ）
る
i
g、
心
元二v
節
蔽ー
リの、
用
費
元レさ
度
故（に）
なり。
二
者、
衆
病の
之
門とあり。
三
者、
眺
見
之
本とあり。
（
中
略）
八
者、
釦
ふ呼【のご
之
事を、
尽v
向レ（ひ）
て
人に
説vo
（
中
略）
舟
五
者、
若
t)
得レるとさ（は）
為レること
人とヽ
所
生の
之
処に、
常
E)
当（に一
狂
駿なり。
如レ-8)
是（の）
等の
植
種の
過
失あり。
（
石
山
寺
本
大
智
度
論
第一ー一
種
点
（
貞
観
頃
の
加
点）
―――
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/
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\
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/
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「
酒
に
三
十
五
の
失
有
り。」
と
言
っ
て、
飲
酒
の
害
を
列
挙
し
て
ゐ
る
が、
ナ
9
9
そ
の
八
番
目
に
「
伏
ビ
匿
ス
[
の]
[
之]
事
をヽ
尽
v
人
に
向
（
ひ)
て
説
く。」
と
言
っ
て
ゐ
る。
酒
を
飲
む
と、
気
が
大
き
く
な
っ
て、
限
し
て
お
く
べ
き
こ
と
を、
他
人
に
向
か
っ
て、
み
ん
な
喋
っ
て
し
ま
ふ
と
言
ふ
の
で
あ
る。
「
伏
匿」
は、
大
修
館
世
店
の
「
大
漢
和
辞
典」
に、
「
フ
ク
ト
ク、
ふ
し
か
く
れ
る。
ひ
そ
む。
世
を
避
け
る。」
と
説
く。
「
大
智
度
論』
古
点
の
こ
の
例
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、「
か
く
れ
る」
ま
た
は
「
か
く
す」
意
味
の
ナ
プ
の
栢
の
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た。
従
っ
て、
「
南
毘
都
麻」
の
島
の
伝
説
は、
こ
の
ま
ま
受
け
入
れ
て
よ
か
ら
う
と
思
は
れ
る。
「
南
毘
都
麻」
の
伝
説
は、
「
播
磨
風
土
記
j
が
堀
纂
さ
れ
た
当
時
の
人
々
に
は、
広
く
知
ら
れ
て
ゐ
た
ら
し
く、
「
万
葉
集」
に
は、
「
稲
日
都
麻」
「
伊
奈
美
蝠」
「
印
南
都
麻
J
と
し
て
歌
は
れ
て
ゐ
る。
/
9
 
直
向
か
ふ
淡
路
を
過
ぎ
粟
島
を
脊
が
ひ
に
見
つ
つ
朝
な
ぎ
に
水
手
の
声
呼
ぴ
夕
な
ぎ
に
梶
の
音
し
つ
つ
波
の
上
を
い
行
き
いなひ
つ
9
さ
ぐ
く
み
岩
の
間
を
い
行
き
も
と
ほ
り
稲
日
都
麻
浦
廻
を
過
ぎ
て
烏
じ
も
の
な
づ
さ
ひ
行
け
ば
家
の
島
荒
礎
の
上
に
（
万
葉
集
四•
五
0
九）
淡
路
の
野
島
も
過
ぎ
伊
奈
美
姻
辛
荷
の
島
の
島
の
間
ゆ
れ＂`へ我家
を
見
れ
ば
（
同
六・
九
四
二）ぃ，．みつ
t
我
妹
子
が
形
見
に
見
む
を
印
南
都
麻
白
波
高
み
よ
そ
に
か
も
見
む
（
同
一
五・
三
五
九
六）
た
だ
し、
「
南
毘
都
麻」
が、
現
在
の
地
形
で、
ど
こ
に
あ
る
の
か、
ま
た、
土
地
の
隆
起
で、
陸
地
続
き
に
な
っ
た
と
し
て
も、
ど
こ
に
相
当
す
る
の
か、
わ
か
ら
な
い。
加
古
川
の
川
口
に
立
っ
て、
南
に
広
が
る
海
を
見
渡
し
て
も、
島
ら
し
い
も
の
は
み
あ
た
ら
な
い。
ま
た、
北
方
の
山
並
み
ま
で、
平
坦
な
台
地
が
絞
い
て
ゐ
て、
海
か
ら
見
て、
島
に
見
え
た
と
思
は
れ
る
や
う
な
小
高
い
所
は
見
当
た
ら
な
い。
「
島
は
あ
る
が、
是
に
関
す
る
伝
説
は
な
い」
と
言
ふ
の
が
普
通
で
あ
っ
て、
「
伝
説
は
あ
る
が、
こ
れ
に
相
当
す
る
島
が
な
い。」
と
言
ふ
の
は
珍
し
い。
「
南
毘
都
麻」
は、
ど
こ
へ
行
っ
て
し
ま
っ
- 5 _
日
本
の
夕
映
え
に
立
つ
（
茂
木
雅
夫）
研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
ー
〈
単
行
本〉
小
説
の
日
本
漢
文
（
対
訳）
み
ず
ほ
の
固
雅
夫
編
著）
へ
い
じ
た
の
で
あ
ら
う
か。
（
岩
波
の
「
日
本
古
典
文
学
大
系
本
の
頭
注
に
「
兵
庫
県
加
古
川
の
川
口、
高
砂
市
あ
た
り
か。
ツ
マ
は
川
口
の
突
出
部」
と
あ
る。）
な
ほ、
ナ
ど
ヅ
マ
の
ナ
ビ
に
つ
い
て、
加
藤
良
成
氏
の
「
出
菰
風
土
記
参
．
究」
に、
「
神
名
樋
野」
の
ナ
ピ
の
説
明
の
中
で、
「
播
磨
風
土
記』
の
ナ
ピ
ヅ
マ
を
引
用
し
て、
「
阻
れ
籠
る
意
の
上
二
段
動
詞
の
連
用
名
詞
形
で
あ
る。」
と
説
か
れ
て
ゐ
る。
ナ
ビ
ヅ
マ
の
ナ
ビ
が
「
隠
れ
籠
る
意」
で
あ
る
こ
と
は、
確
か
だ
と
し
て
も、
「
神
名
樋
野」
の
ナ
ビ
と
を
1
緒
の
活
用
に
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い。
「
南
毘
都
麻」
の
「
毘」
は、
上
代
特
殊
仮
名
遣
で
言
へ
ば、
甲
類
に
属
す
る
が、
「
神
名
樋
野」
の
「
樋」
は、
乙
類
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る。
岡
山
大
学
名
誉
教
授）
（
本
稿
は、
平
成
二
二
年
五
月
ニ―-＿
日、
京
都
大
学
で
開
催
さ
れ
た
訓
点
語
学
会
春
季
大
会
で
口
述
し
た
原
稿
に
加
鉦
し
た
も
の
で
あ
る。
平
成
二
二
年
1
0
月―
一
日、
百
歳
の
誕
生
日
に
記
す。）
（
お
お
つ
ぼ
（
平
成
二
十
二
年一
月
1
十
二
月）
高
度
な
漢
文
法
の
修
得
（
茂
木
日
本
文
学
の
魅
力
八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
南
部
家
旧
蔵
本
実
人
文
（
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
委
貝
会）
六
横
光
文
学
の
位
置
（
茂
木
雅
夫）
安
田
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
叢
嘗
15
「
八
百
屋
お
七
秋
月
妙
栄
伝」
杉
本
好
伸
編
（
安
田
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究
所）
〈
報
告
書〉
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所
報
（
学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所）
二
0
0
九
年
度
版
勝
又
基
編
『
本
朝
孝
子
伝」
本
文
集
成
（
明
星
大
学
平
成
二
十一
年
度
特
別
研
究
費
（
共
同
研
究
助
成
費）
「
説
話
文
学
の
中
世
と
近
世
ー
「
本
朝
孝
子
伝」
を
中
心
と
し
て」
研
究
成
果
報
告
書）
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
公
共
政
策
（
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
委
貝
会）
一
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
研
究
年
報
（
大
阪
府
立
大
学
上
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー）
十一
研
究
年
報
（
大
要
女
子
大
学
草
稿・
テ
キ
ス
ト
研
究
所）
ニ
ニニ
合
併
号
コ
ー
バ
ス
日
本
語
学
の
新
展
開
（
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
特
定
領
城
研
究
「
日
本
語
コ
ー
パ
ス」
日
本
語
学
班）
国
文
学
研
究
資
料
館
年
報
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
平
成
二
十
年
度
（
二
〇
0
八）
平
成
ニ
ー
年
度
研
究
成
果
報
告
録
解
題
（
国
文
学
研
究
資
料
館）
-6-
